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１０月１５、１６の両日、岩手山焼走り

国際交流村で、第５回熔岩流まつり

が開催されました。１６日に行われた

名物・６ぴきのこぶたレースでは、

なかなか思うように走ってくれない

子豚を相手に、参加者たちは悪戦苦

闘。会場の笑いを誘っていました。
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キロワット（kW）：仕事率・電力の単位。１ワットの１，０００倍
キロワット時（kWh）：仕事・電力量の単位。１キロワットの仕事率で１時間に消費・発電するエネルギー
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３３億８，７２６万円３４億４，５２５万円国民健康保険（事業勘定）

３億 ３５万円３億２，４３５万円国民健康保険（診療施設勘定）

２億２，１７０万円２億２，３３７万円後期高齢者医療

４３９万円４３９万円老人保健

６億１，３５７万円６億７，１４２万円公共下水道事業

１１億７，６３０万円１１億９，３４０万円農業集落排水事業

４，８１４万円５，２７９万円浄化槽事業

４億８，２０２万円５億１，７３３万円収益的収支
水道事業

２億８，６９４万円１億５，８２６万円資本的収支

７億 ２８９万円７億 １２２万円収益的収支
西根病院事業

４，４０５万円２，６４４万円資本的収支

■平成２２年度特別会計・企業会計の決算状況

˚

ࣗओ財ݯ 市が自主的に収入できる財源˚

市੫ 市民税や固定資産税など˚

ೖۚ܁ 基金などから取り崩したお金˚

ॾऩೖ 預金利子や貸付金元利収入˚

ґଘ財ݯ 国や県から交付された財源˚

地ํަ付੫ 財政に応じ交付されるお金˚

ग़ۚࢧݝ・ग़ۚࢧݿࠃ 特定の目的のた
めに国や県から交付されるお金˚

市࠴ 事業などを行うため国や金融機関
などから借りたお金（＝市の借金）

■財政用語解説■
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（一般会計）

歳入
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市職員の人数や給与など市の人事行政市職員の人数や給与など市の人事行政のの

運営状況を公表します。詳しくは、市役運営状況を公表します。詳しくは、市役所所

総務課行政総務課行政係係（（・・内線１２１３）まで内線１２１３）まで。。

 職員の任免および職員数の状況

人事行政
運営状況

 勤務時間などの勤務条件や分限・懲戒処分、福利厚生などの状況

２５年度２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度

３７３人３８３人３８９人３９９人４１３人４２６人目標

－－３８６人３９７人４１３人４２６人実績

 定員適正化計画の状況

 採用と退職の状況（２２年度）

退職者数採用者数

２０人７人

前年度比
職員数

部 門
２３年２２年

－９人２７３人２８２人一般行政部門

－２人３８人４０人教育部門

±０人７５人７５人
公営企業等部門
（水道・病院など）

－１１人３８６人３９７人合 計

 職員数の状況（各年４月１日現在）

 勤務時間の状況（２３年４月１日現在）

勤務時間の割り振り１週間の
勤務時間 休憩時間勤務時間

正午から
午後１時まで

午前８時半から
午後５時１５分まで

３８時間４５分
（１日７時間４５分）

※勤務時間の割り振りは、勤務場所や職種によって異な

ります。

 年次休暇の取得状況（２２年）

１人当たりの平均取得日数与えられる日数

１２．７日１年につき２０日

 育児休業などの取得状況（２２年度）

合計女性男性区分

１０人１０人０人育児休業

１人１人０人部分休業

０人０人０人介護休暇

＜育児休業＞

３歳未満の子どもを育てる場合、その子が３歳になる

まで取得することができる

＜部分休業＞

小学校に就学前の子どもを育てるために、勤務時間の

一部（１日２時間以内）を休業することができる

＜介護休暇＞

２週間以上介護が必要な状態となった家族を介護する

ため、６カ月の期間内で取得することができる

 公務災害の認定状況（２２年度）

合計通勤災害公務災害

２件０件２件

 健康診断の実施状況（２２年度）

実施状況
項目

受診率受診者数対象者数

８３．００％３３２人４００人循環器系検診

５９．３５％１８４人３１０人胃がん検診

５４．７３％８１人１４８人婦人検診

７４．６０％２３２人３１１人大腸がん検診

８４．６２％７７人９１人前立腺がん検診

 分限・懲戒処分の状況（２２年度）

合計免職降任休職
分限処分

３人０人０人３人

合計免職停職減給戒告
懲戒処分

６人０人０人０人６人

＜分限処分＞

病気などのために職務を十分に果たせない場合など、

公務の能率を維持するために行う処分

＜懲戒処分＞

道路交通法違反をはじめとする法令違反などがあった

場合、規律と秩序を維持するために行う処分
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 職員の給与の状況

 平均年齢・平均給料月額の状況

（２３年４月１日現在）

平均給料月額平均年齢区分

３１万 ５９６円４２．３歳一般行政職

２８万４，４３３円４３．３歳技能労務職

 初任給と経験年数・学歴別の平均給料月額

（２３年４月１日現在）

技能労務職一般行政職
区分

高校卒高校卒大学卒

１３万７，２００円１４万 １００円１６万１，６００円初任給

２０万７，５００円２１万 ４００円２４万６，７００円１０年
経
験
年
数

２５万１，４００円２５万２，８００円２９万５，５００円１５年

２７万５，０００円３０万２，５００円３２万７，２００円２０年

 給与費の状況（２２年度一般会計決算）

給与費計
１８億７，８５８万円
（職員数３３４人）

給給料料
１２億４，３９０万１２億４，３９０万円円
（６６.２％（６６.２％））

期末・勤勉手期末・勤勉手当当
４億４，７７９万４億４，７７９万円円
（２３．８％（２３．８％））

その他の手その他の手当当
１億８，６８９万１億８，６８９万円円
（１０．０％（１０．０％））

＜ラスパイレス指数＞

国家公務員の給与水準を「１００」とした場合の給与水準

を表す指数。

 ラスパイレス指数の状況

２１年度２２年度

９３.０９３．３八幡平市

９８．４９８．８全国市平均

 時間外休日勤務手当の支給状況（２２年度）

１人当たり
支給年額

支給総額区分

２３万４，０００円８，２５１万１，０００円２１年度

２０万９，０００円７，６５４万２，０００円２０年度

民間企業の残業手当に当たります。

 特別職の報酬など（２３年４月１日現在）

期末手当給料・報酬（月額）区分

６月期＝１．４０カ月分
１２月期＝１．５５カ月分

計 ２．９５カ月分

７７万６，０００円市長

６２万円副市長

３５万１，０００円議長

２８万４，０００円副議長

２７万１，０００円議員

 人件費の状況（２２年度一般会計決算）

人件費率人件費歳出額

１７．３％３０億６，４６３万円１７７億５，８８１万円

１人当たり平均支給額＝１３６万円

 期末・勤勉手当の支給状況（２２年度）

合計１２月期６月期区分

２．６０カ月分１．３５カ月分１．２５カ月分期末手当

１．３５カ月分０．６５カ月分０．７０カ月分勤勉手当

民間企業のボーナスに当たります。

 その他手当の状況（２３年４月１日現在）

内容区分

主として職員の扶養を受ける親族がいる職
員に支給
・配偶者＝月額１３，０００円
・配偶者以外＝月額一人６，５００円（配偶者が
いない場合は１人目のみ月額１１，０００円）
※１６～２２歳の子は５，０００円加算

扶養手当

賃貸住宅に住んでいる職員に支給
・賃貸住宅＝家賃に応じて月額２万７，０００円
以内

住居手当

片道２㌔以上の通勤距離で、交通機関の利
用または自動車などを使用する職員に支給

通勤手当

 退職手当の状況（２３年４月１日現在）

支給率

勧奨・定年自己都合勤続年数

３０．５５カ月分２３．５０カ月分２０年

４１．３４カ月分３３．５０カ月分２５年

５９．２８カ月分４７．５０カ月分３５年

５９．２８カ月分５９．２８カ月分限度額

１人当たり平均支給額（２２年度退職者）
自己都合＝１，６２４万５，０００円

勧奨・定年＝２，４８４万１，０００円

１人当たり給与費＝５６２万５，０００円
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１０月８日から１０日まで、さくら公園イベント
広場で八幡平山賊まつりが開催されました。会
場には地元産品に加え、宮古市や沖縄県名護市
などの特産品も並んだほか、多彩なステージ
ショーも行われ、来場者を楽しませました。

紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅紅
葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉葉
⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘
誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘誘
ⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸ

紅
葉
⅘
誘
ⅸ
ⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶⅶ

連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘⅘
ℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼℼ
ⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸⅸ

連
日
⅘
ℼ
ⅸ
ℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶℶ

八
幡
平
山
賊
ま
つ
り

２３４５

１＿３日間でおよそ３３,０００人が来場し、秋のひとときを楽しみました
２＿友好都市の名護市からさくらの女王が駆け付け、まつりに花を添えました
３＿大人顔負けのちびっ子民謡歌謡ショー
４＿国指定重要無形民俗文化財の黒森神楽（宮古市）が、復興支援への感謝を込

めて勇壮な舞を披露
５＿仲茶ポークホットドッグ早食い大会に、アンソメット岩手八幡平選手が参戦
６＿本市とは名護市の友好都市同士という縁で、炊き出し活動を宮古市で行うな

ど、震災を機に本市との絆が深まり、今回初出店した北海道滝川市
７＿子どもたちの歓声が上がった八幡平サーモン（ニジマス）つかみ取り
８＿地元のヒーロー・ハチマンタイラーとレーツェルのコラボショー

■ＩＮＴＥＲＶＩＥＷ 来場者に聞きました

妻は福島出身です。山賊まつりは人もお店も多く盛り
上がっていますね。八幡平は、行きたいと思うイベント
が多いイメージです。今日は秋の味覚を楽しみたいです。

行きたいイベント
八幡平は多い印象

浅沼智之さん（３２歳）・
絵美さん（３１歳）夫妻

●盛岡市から来場

八幡平とは２０年来の付き合いです。経営していた旅館
は津波で流されました。震災でイカしか持ってこられま
せんが支援に感謝しています。今回来てよかったです。

旅館は流されたが
支援に感謝し出店

代表
川戸弘治さん（６４歳）

●田老ふるさと物産センター

安代の友達に紹介され、食べ物目当てで朝食抜きで来
ました。被災地から出店されている海の幸や、地元杜仲
茶ポークなど、秋の味覚と紅葉を堪能して帰りたいです。

秋の味覚と紅葉を
堪能して帰りたい

吉田里美さん（２５歳）

●滝沢村から来場
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進藤俊實さん・アイさん夫妻
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復興支える市民のチカラ

⢮
❶
農
山
漁
村
⢳
良
⢛
⣓
生
⢑

⢝
⢥
生
活
⢳
知
恵
⣓
互
⢍
⢰
披

露
❷
昼
食
⢬
⢴
⤑
⤌
⤄
⣷
⣗
原

液
⢬
乾
杯
⢝
⢥
⣀
⢑
❶
会
員
⢒

持
⢧
寄
➚
⢥
手
作
⣌
⢳
牛
乳
⤅

⤕
⤝
⣈
⣚
⤊
⣰
➥
⢳
蒸
⢝
⣿
⤝

⢯
⢮
⢳
⤗
⣦
⤂
⣓
学
⢸
⢯
⢒
⣋

試
食
⣓
行
⢍
⣃
⢝
⢥
❷

本
市
協
議
会
⢳
三
浦
美
恵
子

会
長
➂
大
石
平
➃
⢴
❶
➎
震
災

⢬
❶
皆
⢛
⣔
⢴
今
⢬
⣇
大
変
⢯

思
⢍
⣓
⢝
⢫
⢍
⣍
⢭
思
⢍
⣃
⢟
❷

短
⢍
時
間
⢬
⢟
⢒
❶
皆
⢛
⣔
⢭

心
⣓
一
⢩
⢰
⢝
⢫
❶
楽
⢝
⢍
時

間
⣓
過
⢚
⢝
⢫
⢍
⢓
⢥
⢍
⢭
思

⢍
⣃
⢟
➏
⢭
話
⢝
⣃
⢝
⢥
❷

‹
義
援
金
›

⃆
市
役
所
窓
口
扱
ℵ

⠣
⡑
⡐
⡏
⡎
円

大
和
⤕
⣭
❺
⣶

㈱
八
幡
平
⤘
⣖
⤑
⤖
⤉
⣴
⤖
支
配

人
⠣
⡓
万
⡒
⡔
⡎
⡓
円

㈱
大
宝

⣟
⤖
❺
⤅

‹
支
援
金
›

⃆
銀
行
振
ⅴ
込
Ⅼ 
表
記
⅜
通
帳

記
帳
通
ⅴ
‪

⠣
⡑
⡎
⡎
⡎
円

⣕
⣤
⣥
⤙
⣸
⣲

⤌
⣲
⤕
⣧
➤
⣢
⣗
⣖
⣖
⤝
⣚
⣖

⃆
市
役
所
窓
口
扱
ℵ

⠣

万
⡓
⡏
⡒
⡒
円

八
幡
平
市

１８
芸
術
文
化
協
会
会
長
佐
⟳
木
一
夫

‹
寄
付
金
›※
東
日
本
大
震
災
⅘

係
ⅵ
被
災
者
支
援
⅕
ⅅ
⅓

⠣
⡏
⡎
⡎
万
円

㈲
八
幡
平
精
工

代
表
取
締
役
遠
藤
正
規

義
援
金
₊
支
援
金

 

月

日
Ⅻ
⅔
受
ℿ
付
ℿ
ⅅ
⅍
順
‪

１０

２０

月

日
❶
⣟
⤕
❺
⤝
⤂
⣕

１０

１０

三
陸
⣄
⣈
⢙
多
目
的
⣕
⤕
❺
⣸

➂
宮
古
市
田
老
➃
⢬
❶
第
６５

回
田
老
地
区
体
育
大
会
⢒
開
催

⢛
⣎
⣃
⢝
⢥
❷

⢙
⢳
大
会
⢴
❶
住
民
有
志
⢳

手
作
⣌
⢬
毎
年
開
催
⢛
⣎
⢫
⢍

⣍
⣇
⢳
⢬
❶
震
災
⢰
⣊
⣍
大
⢓

⢯
被
害
⣓
受
⢗
⢥
今
回
⢳
⣴
❺

⤌
⢴
➎
起
⢧
上
⢒
⣏
⢎

⢺
⣍

⅍

⢛
⢭
田
老
復
興
大
運
動
会
➏
❷

地
元
住
民
⢯
⢮
約
⡏
⡎
⡎
⡎
人

⢒
参
加
⢝
❶
紅
白
⢰
分
⢑
⣎
⢫

各
種
目
⢰
挑
戦
⢝
⣃
⢝
⢥
❷

運
動
会
⢰
⢴
❶
姉
妹
都
市
⢬

⢌
⣍
本
市
⢑
⣋
⣇
❶
松
尾
地
区

農山漁村の生活の知恵
交流深めて互いに披露

市
芸
術
文
化
協
会
℺
”

月
⃸
日
開
催

１０

⅛
市
芸
術
祭
舞
台
発
表
入
場
料
ℹ
ⅳ
開

催
経
費
ⅻ
引
ℵ
⅍
残
額
ⅰ
”
当
日
寄
ⅉ

ⅳ
ⅶ
⅍
募
金
⅗
⅖

万
⃻
⃷
⃺
⃺
円
ⅻ

１８

市
⅘
支
援
金
⅕
ⅅ
⅓
寄
付 

月

日
‪

１０

２０

住
民
⣓
中
心
⢰
市
民
有
志
⢒
毎

年
参
加
⢝
⢫
⢍
⣃
⢟
❷
⢙
⢭
⢝

⣇
田
村
正
彦
市
長
⣓
⢴
⢞
⣆
⢭

⢟
⣍
有
志
約

人
⢒
参
加
⢝
❶

３０

地
元
住
民
⢭
友
好
⢳
絆
⣓
深
⣆

⢯
⢒
⣋
競
技
⢰
参
加
⢝
⣃
⢝
⢥
❷

玉
入
⣎
⣈
⣿
⤝
食
⢍
競
争
⢯

⢮
⢐
⢯
⢞
⣄
⢳
種
目
⢳
⣀
⢑
❶

男
性
⢒
⡒
⟕
⢳
⢑
⢔
付
⢓
⢛
⢐

⢬
⣕
⤙
⤁
⢳
貝
殻
⣓
釣
⣌
上
⢘

⣍
種
目
⣈
❶
女
性
⢒
網
⢬
⣗
⣹

⢰
見
立
⢫
⢥
⣮
⤙
⣦
⣓
⢟
⢕
⢎

種
目
⢯
⢮
❶
沿
岸
⢯
⣋
⢬
⢴
⢳

名
物
種
目
⣇
⢌
⣌
❶
参
加
者
⢥

⢧
⢴
悪
戦
苦
闘
❷
会
場
⢰
⢴
❶

笑
⢍
声
⣈
歓
声
⢒
響
⢓
⣃
⢝
⢥
❷

⡗
月

日
❶
岩
手
山
焼
走
⣌

２９

国
際
交
流
村
焼
走
⣌
⤉
❺
⤖
⢬
❶

宮
古
⟣
岩
泉
地
方
⢭
本
市
⢳
生

活
研
究
⣟
⤖
❺
⤅
連
絡
協
議
会

⢒
交
流
研
修
会
⣓
行
⢍
⣃
⢝
⢥
❷

⢙
⢳
交
流
研
修
会
⢴
❶
本
市

⢭
宮
古
市
⢭
⢳
交
流
⢳
絆
⢒
❶

震
災
⢰
伴
⢎
支
援
⢯
⢮
⣓
通
⢞

⢫
一
層
深
⣃
➚
⢥
⢙
⢭
⣓
機
⢰

初
⣆
⢫
開
催
⢛
⣎
⢥
⣇
⢳
⢬
❶

両
会
会
員
⢳
⣀
⢑
❶
宮
古
❶
八

幡
平
両
地
方
⢳
農
業
改
良
普
及

⣪
⤝
⣮
❺
職
員
⢯
⢮
約

人
⢒

５０

参
加
⢝
⣃
⢝
⢥
❷

交
流
研
修
会
⢬
⢴
❶
身
近
⢯

食
材
⣓
使
➚
⢥
⢐
菓
子
作
⣌
⢯

ことしも田老地区運動会に参加

合併前から綿々と続く
姉妹都市の絆を再確認

ウニに見立てたタワシをすくう競技に挑戦する女性参加者たち

ヤマブドウジュースで乾杯する参加者たち

東日本大震災

発生から８カ月
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皆さんからの情報をお寄せください。・内線１２１９まで。

追悼の祈りを込めながら、祭壇に白菊を献花する参列者たち

１０月２０日、西根地区体育館で、八幡平市戦没者追悼

式が行われました。

式典には、遺族など約２２０人が参列。全員で黙とう

をしたほか、田村市長や市遺族連合会会長の田村秀夫

さん（大久保）が、追悼の言葉を述べました。

第２次世界大戦などで亡くなった市出身者は８３７人

に上り、参列者は祭壇に白菊を献花し、志半ばで戦地

に散った肉親の冥福を祈るとともに、戦争や武力紛争

のない、恒久平和への誓いを新たにしました。

恒久平和への誓い新たに
八幡平市戦没者追悼式

１０月１６日、安代地区の荒屋新町商店街で、ぶらっと

一日体験工房まつりが開催されました。

このまつりは、一日体験工房の魅力をもっと知って

もらおうと市商工会安代支所が企画したもので、盛岡

市から無料送迎バスで参加した人を含めおよそ１００人

が参加。漆絵付け体験やみそ作りなど７種類のうち、

お好みのメニューを体験したほか、めんこいテレビ千

葉絢子アナウンサーのおしゃべりタイムや、新安比
じゅん こ

温泉静流閣での昼食・入浴も、参加者に好評でした。

世界に一つだけのマイ箸
ぶらっと一日体験工房まつり

安比塗漆器工房で、箸の絵付けにチャレンジする参加者の皆さん

１０月１３日、市総合運動公園体育館で、平成２３年度八

幡平市小学校音楽発表会が開かれました。

発表会には、市内１１の小学校から約６００人が参加。

佐藤陽菜子さん（東大更小６年）が開会の言葉を述べ
ひ な こ

たほか、「子どもの世界」を全体合唱しました。

発表では、合唱や鼓笛演奏など、各校が日頃練習し

た成果を披露。最後に、大更小ブラスバンド部（皆川

洋祐先生指揮、部員３６人）が、震災被災者への追悼を
よう すけ

込めて「見上げてごらん夜の星を」を演奏しました。

天使の歌声が会場に響く
八幡平市小学校音楽発表会

平笠小全校児童４４人が、手話を交えて「いのちの歌」を合唱しました

「決勝は横手市役所対由利クラブの秋

田勢対決に」（１０月１５、１６の両日、市総合運

動公園野球場で第８回東北生涯野球大会）

「長年田植えや稲刈りを指導し、９月

に亡くなった清水畑安
やす

一さんに感謝
かず

を込めて」（１０月１３日、田頭小で稲刈り）

「力作が勢ぞろいしました」（１０月１５、

１６の両日、田頭公民館まつり作品展示）

「髙橋華
か

林さん（６年）＝写真＝の主指
りん

揮で鼓笛演奏を披露する寄木小の皆

さん」（１０月１３日、市小学校音楽発表会）

はちまんたい広報17

１０月１４日、八幡平リゾートホテルで、山田洋次監督

（８０歳）の監督生活５０周年と、女優の倍賞千恵子さん

（７０歳）の古希を祝う会が開かれました。

この会は、旧松尾村を舞台に昭和５０年制作された映

画「同胞」の地元出演者などが企画。お二人は、監督
はら から

生活５０周年を記念したＮＨＫのドキュメンタリー番組

収録のために来訪していたもので、山田監督は参加者

約２０人を前に「同胞は僕にとって特別な映画」と語る

など、時間を忘れて思い出話に花を咲かせました。

映画「同胞」の絆よ永遠に
山田洋次監督と倍賞千恵子さんとの交流会

１０月９日、安代小学校校庭で、安代地区４年に１度

の祭典「あしろオリンピック」が開催されました。

このオリンピックは、昭和６３年２月開催の岩手あし

ろ国体を記念し、昭和６２年１０月に町民大運動会として

開催されたのが始まりで、４年後の平成３年からは、

あしろオリンピックとして４年ごとに開催しています。

当日は好天に恵まれる中、約８００人が１０チームに分

かれ、綱引きやリレーなど１１種目の合計得点で勝敗を

競いました。なお、総合優勝は田山２区に輝きました。

８００人の汗と笑顔が光る
第７回あしろオリンピック

工藤金
かね

子さん（上野駄）＝写真左端＝などと旧交を温めるお二人
こ

１０月１６日、特別養護老人ホームりんどう苑付近の国

道２８２号沿いで、第３回田山の恵み軽トラ市（同実行

委員会主催）が開催されました。

昨年１０月に初開催され、好評の軽トラ市。今回も陳

列棚となる荷台には、地区内で採れた山の幸や、収穫

されたばかりの野菜などがずらりと並びました。

当日は好天にも恵まれ、訪れた買い物客たちは、出

店した地域住民との会話を楽しみながら、お目当ての

品を買い求めていました。

新鮮な山の幸ふんだんに
田山の恵み軽トラ市

荷台狭しと並べられた山の幸や野菜の数々

秋空のもと、熱戦を繰り広げる選手たち

「大きなサツマイモがたくさん収穫

できました」（１０月１７日、サラダファー

ム農園で平笠小児童が芋掘り）

「演劇部による舞台発表。制服廃止を

巡り、熱いバトルが展開されました」

（１０月１５日、平舘高校で紫薫祭を開催）

「台湾のテレビ取材で、男性２人組

が八幡平サーモンのつかみ取りに

挑戦」（１０月１５、１６の両日、紅葉まつり）

「大更小ブラスバンド部による演

奏が聴衆を魅了しました」（１０月１５、

１６の両日、大更公民館まつり）
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◆「生涯健康教室」が始まりました

体を動かさずにいると、筋力や骨は年齢以上に衰

え、心臓や肺の働きも弱くなり、より運動しにくい

体になります。体がスムーズに動かないと、ストレ

スによる心の問題を引き起こすこともあります。い

つまでも元気で生き生きとした生活を送るために、

元気な今のうちから運動を習慣づけていきましょう。

市では、１０月から１２月にかけて、生涯自立した生

活を過ごせるように「生涯健康教室」を行っていま

す。この教室は、健診で運動・口腔・栄養の低下な

どの恐れがあると判断された人が対象です。

市では、この

ほかにも健康教

室などを行って

いますので、お

気軽に地域包括

支援センターに

ご相談ください。

◆ペットは家族の一員です!!

ペットを飼う際は、飼い主としての自覚と責任が

必要です。近所の迷惑になるような飼い方や、ペッ

トの健康を損ねるような飼い方はしないでください。

ペットはかわいがるだけではいけません。世話は

もちろん、しつけもしましょう。

フンの持ち帰りやつなぎ飼いなど、近所の迷惑に

ならないようマナーを守りましょう。

多頭飼育は飼い主の負担にならない程度にして、

必要に応じて不妊去勢手術も検討しましょう。

◆飼い犬登録と狂犬病予防注射を忘れずに

飼い犬の登録と狂犬病予防注射の実施は、飼い主

の義務です。必ず実施してください。まだ本年度の

狂犬病予防注射をしていない犬の飼い主の皆さんに

は、ハガキを送付しました。市内指定獣医師または

かかりつけの動物病院で予防注射を受けてください。

■市内指定獣医師

△

熊澤博（帷子、７７-２４３５）

△

森順彦（野駄、７６-４４６９）

成
人
歯
科
健
診
⣓
受
⢗
⣊
⢎

歯周病の症状

ペットがいなくなったら、市役所などに連絡を

健康教室で手軽にできる体操を学びましょう

●歯ぐきの炎症が
進み歯と歯ぐきの
間の溝が深くなる

●歯がぐらぐら
する

●口臭がひどく
なる

●ウミがひどく
なる

●朝起きたとき
口がネバネバする

●歯の根が露出する（象
牙質知覚過敏を引き起
こす）

●ちょっとした
ことで出血する

●冷たいものが
しみる

●歯ぐきが赤く
はれる
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ボトリング㈱西根営業所



所在地 平舘２５-１４２

代表者 営業所長 石山 隆

電話番号 ０１９５-６４-１０４１

設立 平成１１年１１月

従業員数 ２４人

事業内容 清涼飲料の販売

取引エリア 八幡平市、二戸市、

岩手町、巻町、一戸町

本社所在地 紫波郡矢巾町

資本金 ９億８，０００万円

代表者 谷村 邦久
や むら くに ひさ

設立 昭和３７年１１月
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ＮＰＯ法人うれし野こども図書室の髙橋美知子

さんを講師に、読み聞かせ講習会を開催します。

読み聞かせに関心のある人の参加をお待ちしてい

ます。

■テーマ 「絵本の力を子どもに―読み聞かせの

初歩から実践まで―」

■日時 １１月１２日、午後１時半から３時半まで

■講師 ＮＰＯ法人うれし野こども図書室代表

髙橋美知子さん（盛岡市）

■場所 市立図書館会議室

■定員 先着２４人（受講料無料）

日頃、図書館を利用している皆さんから、図書

館に対するご意見・ご要望をいただく機会を設け

ました。たくさんのご参加をお待ちしています。

■日時 １１月２５日、午後３時から

■場所 市立図書館会議室

■募集人数 １５人

■応募期限 １１月２０日（直接、または電話）

図書館では、クリスマスお話会を開催します。

盛岡市から「おはなしグループ ブレーメン」の

皆さんを迎え、人形劇など楽しいおはなしを用意

しています。

■日時 １２月３日、午後１時半から

■場所 市立図書館お話室

◆豊臣秀吉朱印状

今回の展示資料の実物資料の中で注目したいの

は、権力者豊臣秀吉からの朱印状です。全部で４

通あり、それぞれ三戸城主南部信直、角館城主戸
のぶ なお と

沢光盛に宛てたものです。領地を安堵する内容で
ざわ みつ もり あん ど

すが、秀吉の示した条件を遵守することで、それ
じゅんしゅ

は認められています。今回展示する朱印状は、東

北地方で残る唯一のものです。

◆豊臣奉行人連署書状および禁制

豊臣奉行人は、豊臣政権を支えた主な官僚のこ

とで、彼らを中心とし

て全国統一の事業が推

進されました。

例えば石田三成、大
おお

谷吉継の｢禁制｣文書は、
たに よし つぐ きん ぜい

水沢や岩谷堂などで仕

置（法令遂行）した際

に発令したもので、戦

乱によって日常生活が

破壊されることがないよう、生活権を保障したも

のです。後にこの二人は関ケ原合戦で敗北します

が、行政マンとして岩手でも能力を発揮しました。

◆九戸一揆関係資料

今回の企画展の大きなテーマの一つに、「京
きょう

儀を嫌い」（豊臣・関西風のやり方を嫌う）風潮
ぎ

がいかに強

かったかが挙

げられます。

経済や文化を

考 え る 時、

かって西高東

低という意識

はありました。

なじみの薄い

京儀に反抗したのは当然かもしれません。

今回展示した「九戸陣陣立書」「九戸攻囲之
こう い

図」「九戸軍記」などを通して、当時の人々が京

儀に反抗した思いを実感してください。

企画展「岩手の戦国を彩った
近江の武将たち」展示資料から

読み聞かせにチャレンジ

読み聞かせ講習会を開催します

ひと足早いクリスマス会

石田三成坐像（彦根市龍
りょう

譚寺）
たん

博物館に展示された関係資料

■著者■書名

湊 かなえ
みなと

境遇

乾 緑郎
いぬい ろく ろう

忍び秘伝

楊 逸
ヤン イー

獅子頭（シーズトォ）

酒井 順子
じゅん こ

おばあさんの魂

池上 彰
あきら

そうだったのか！２１世紀ＮＥＷＳ

■■■ 新着資料紹介 ■■■

図書館に意見や要望をする会議

(９月届け出分）
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（太字は男の子）

工藤 毬夏（正男・真由美／間羽松）
まり か

髙橋 新汰（彰・美香／北村）
あら た

佐藤 友司（友大・麻衣／秋葉）
ゆう し

田村 恵都（恵一・睦美／山子沢）
けい と

佐々木 翔
しょう

（悟・アギラルイイン、チャール／下町二区）

柳清水いちか（隆幸・藍子／大久保）

澤口 剛志（毅彦・明子／下平笠）
つよ し

山本 琉心（真太郎・真菜実／舘沢）
るちる

遠藤 聖空（拓也・真弓／帷子）
せ ら

宍戸 蒼依（勝徳・美穂子／柏台二丁目）
あお い

小野寺 妃月（良多・千鶴／川原目）
ひ づき

松村 将太 ／中関

大欠 美咲 ／巻町

松尾 竜也 ／中松尾

髙橋 由香 ／駅前一区

木村 秀人 ／上寄木

菊地 真紀 ／盛岡市

石羽根 武 ／秋葉

石羽根 裕美／南寄木

齋藤 孝 ７３歳 曲田横間

田村 エシ ８３歳 寺田新田

佐々木 金雄 ８２歳 野駄

伊 ハル ９５歳 上平笠

宇土沢 マツ ９３歳 荒屋新町

山 ソノ ９３歳 北村

清水畑 安一 ６９歳 町組

佐々木 ツエ ８７歳 渋川開拓

三田村 歳身 ９２歳 町組

杉本 彰 ８８歳 町組

原 一 ７７歳 下町二区

工藤 勝徳 ４１歳 東

山本 サヱ ９７歳 舘市

倉岡 ソヨ ９９歳 金沢

田村 ヨ子 ９９歳 土沢

照井 賢二 ５７歳 柏台二丁目

齊 ミチエ ８７歳 仲町

伊藤 久一郎 ９１歳 高宮

小山田 忠吉 ７９歳 浅沢第１

山本 定吉 ９２歳 下町一区

髙橋 幸三郎 ９４歳 南寄木

種市 ヨシ ８９歳 荒屋

髙村 タマ ８６歳 荒屋新町

押 サキ ８３歳 南平笠

田村 八重子 ７７歳 中松尾

遠 リヨ ８９歳 寺田

※掲載は届け出順で、届け出人が
希望した場合だけ載せています。

（敬称略）

お幸せに

健やかに

世帯数人 口地 区

(＋４）６，０８６(－５）１７，３００西根地区

(－１）２，３５９(－１３）６，４３６松尾地区

(－２）１，９１４(－８）５，２３８安代地区

(＋１）１０，３５９(－２６）２８，９７４合 計

(－１３）１３，９９６男 性

(－１３）１４，９７８女 性

出生 １４ 死亡 ３１

転入 ２４ 転出 ３３

累計９月項 目

３９人身事故

２９１物損事故

５３負 傷 者

１死 者

５飲酒運転

３０火 災

８６２９１救 急

■交通事故件数など ※累計は１月からの合計■人口の動き【９月３０日現在 （ ）は前月比】

（

（

広報クイズ

１１月４日号の問題

明治百年記念公園に

小水力発電所が完成

水車の羽根は何枚？

№7４ 正解者の中から抽選で３人に５００円分の図書カードをお贈りします。
◎応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールに「答え、住所、氏名、年齢」を書いて応募してく
ださい。答えのほかに、広報の感想や意見などを必ず書き添えてください。紙面づくり
の参考にさせていただきます。
◎応募先 八幡平市役所「広報クイズ係」 ☆はがき〒０２８-７１９２（住所不要）
☆ＦＡＸ７５-０４６９ ☆メールsomuka@city.hachimantai.lg.jp（タイトル
に「広報クイズ」と入力、携帯電話は右の二次元コードから送信できます）
◎応募期限 １１月２２日 消印有効
◎第７３回の正解 「５つ」 ◎応募者数 １１人 ◎正解者数 １１人
◎当選者 武田京子さん（大更）、高橋陽子さん（松尾）、遠藤幸子さん（叺田）

（

（

Title:Web.ec9 Page:20 Date: 2011/11/04 Fri 09:12:44





※広報はちまんたい１１月４日号（No.１３８）の印刷経費は１部５１．０８２５円（税込み）です。このうち、リフォー

ムトラブルを特集した４ページ分（７．６１２５円、税込み）は、盛岡市消費生活センターが負担しました。

広報はちまんたいへの広告掲載については、市役所総務課広報統計係（・内線１２１８）まで。

八幡平いにしえの宝
（市内にある指定文化財を紹介します）
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広報

この大イチョウは、旧松尾村が有形文化財として指定した巨木の一つです。目通りの太

さ（周囲）は７.６㍍、樹高およそ２０㍍、樹齢は推定３２０年（指定時）といいます。地上２㍍

ほどのあたりからほぼ水平に張り出した無数の枝が絡み合い、一本の木でも森を思わせる

ほどの迫力で、鬱蒼とした影を落とす夏場の樹下は、炎天下でも涼しいくらいです。イ
うっ そう

チョウは雌雄異株ですが、この木はメスで秋にはたわわに実を付けます。筆者も子どもの
い しゅ

頃はこの実を拾って囲炉裏で焼いて食べるのが楽しみの一つでした。
い ろ り

誰が、何時、何の目的で植えたのか、証拠となる文献などはありませんが、南面の幹周

りに垂れ下がる気根が垂れ乳を思わせることから、昔から乳神様として信仰の対象になっ
き こん ちち がみ さま

てきました。これに触ると乳が出ない人は出るようになり、乳が張って苦しい人は楽にな

るといわれ、特に既婚女性が訪れることが多かったといいます。また、その昔、ここには

稲荷神社が祭られ、井森の白狐、稲荷神様といわれる白狐がいて、近くの駒形神社や大神

宮などを往来して神に仕えていたといわれます。

（文・八幡平市文化財保護審議会委員畑謙吉）

《参考文献》・松尾の文化財（１９８０・１９８３村教委）・岩手郡の伝説（１９７９・太田忠雄）
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